
(57)【要約】

【課題】　車両用排気系の支持構造であって、下流側排

気管（テールパイプ）をリヤバンパーの内部に配置する

ことによる外観向上効果を十分に発揮でき、その上、エ

ンジンに接続される上流側排気管を消音器にフレキシブ

ルチューブを介して支持しても排気抵抗の増加がない。

【解決手段】　エンジンＥに連なる上流側排気管１を、

車体Ｂに支持した消音器Ｍの入口に導き、その出口に連

結される下流側排気管２を、リヤバンパーＲＢの内部に

配置し、上流側排気管１と、消音器Ｍの入口とをフレキ

シブルチューブ２０で連結して上流側排気管１を消音器

Ｍにフローティング支持させ、さらに、その下流部をフ

レキシブルチューブ２０内を通過させて消音器Ｍの入口

に挿入する。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ン ジ ン （ Ｅ ） に 接 続 さ れ る 上 流 側 排 気 管 （ １ ） の 下 流 部 を 、 車 体 （ Ｂ ） に 支 持 さ れ る
消 音 器 （ Ｍ ） の 排 気 導 入 口 （ １ ５ ） に 導 き 、 該 消 音 器 （ Ｍ ） の 排 気 流 出 口 （ １ ６ ） に 連 結
さ れ る 下 流 側 排 気 管 （ ２ ） の 終 端 部 を 、 車 体 （ Ｂ ） に 支 持 さ れ る リ ヤ バ ン パ ー （ Ｒ Ｂ ） の
縦 壁 部 （ ３ ０ ） に 形 成 し た 排 気 管 受 入 部 （ ３ １ ） に 受 け 入 れ て な る 、 車 両 の 排 気 系 に お い
て 、
　 上 流 側 排 気 管 （ １ ） の 下 流 部 と 、 消 音 器 （ Ｍ ） の 排 気 導 入 口 （ １ ５ ） と を フ レ キ シ ブ ル
チ ュ ー ブ （ ２ ０ ） で 連 結 す る こ と に よ り 上 流 側 排 気 管 （ １ ） を 消 音 器 （ Ｍ ） に フ ロ ー テ ィ
ン グ 支 持 さ せ 、 さ ら に 、 上 流 側 排 気 管 （ １ ） の 下 流 部 を フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ （ ２ ０ ） 内
を 通 過 さ せ て 前 記 排 気 導 入 口 （ １ ５ ） ま で 延 出 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 、 車 両 の 排 気 系 支
持 構 造 。
　 　 　 　 　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 な ど の 車 両 の エ ン ジ ン か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス を 消 音 器 に 導 き 、 消 音
後 、 外 気 に 放 出 す る よ う に し た 車 両 の 排 気 系 の 支 持 構 造 の 改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 自 動 車 な ど の 車 両 に お い て 、 エ ン ジ ン に 接 続 さ れ る 排 気 系 の 排 気 管 は 、 車 体 の 下
方 を 後 方 へ と 延 長 さ れ て 、 そ の 下 流 端 の テ ー ル パ イ プ は 、 リ ヤ バ ン パ ー の 下 方 に 露 出 す る
よ う に 設 け る の が 一 般 的 で あ り 、 た と え ば 、 後 記 特 許 文 献 １ （ 第 ３ 図 参 照 ） に は 、 排 気 系
の エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ （ テ ー ル パ イ プ ） の 排 出 口 ４ に リ ヤ パ ネ ル （ リ ヤ バ ン パ ー ） １ の 下
方 を 通 過 さ せ て 外 部 に 露 出 さ せ た も の が 開 示 さ れ て い る が 、 こ の よ う な テ ー ル パ イ プ の 外
部 へ の 露 出 は 、 車 両 の 外 観 を 向 上 さ せ る と い う 観 点 か ら 好 ま し く な い と い う 問 題 が あ る 。
　 　 　
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 後 記 特 許 文 献 ２ （ 従 来 技 術 の 項 、 図 ７ 参 照 ） に は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る
技 術 手 段 と し て 、 テ ー ル パ イ プ ４ Ａ の 端 部 に 連 結 し た フ ィ ニ ッ シ ャ ー １ ０ Ａ を リ ヤ バ ン パ
ー ５ Ａ の 内 部 に 配 置 す る と 共 に 、 （ 排 気 ガ ス の リ ヤ バ ン パ ー 内 へ の 巻 き 込 み を 防 止 す る た
め に ） フ ィ ニ ッ シ ャ ー １ ０ Ａ の 開 口 端 を リ ヤ バ ン パ ー ５ Ａ に 形 成 し た 開 口 ６ Ａ ま で 延 ば し
た も の が 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 特 許 文 献 ２ （ 解 決 課 題 の 項 参 照 ） に 述 べ て い
る よ う に 、 こ の 従 来 技 術 の も の は 、 テ ー ル パ イ プ ４ Ａ （ フ ィ ニ ッ シ ャ ー １ ０ Ａ ） を 制 振 す
る 構 造 が 採 ら れ て い な い た め 、 テ ー ル パ イ プ ４ Ａ の 振 動 に よ っ て 、 フ ィ ニ ッ シ ャ ー １ ０ Ａ
の 開 口 端 が リ ヤ バ ン パ ー ５ Ａ の 開 口 ６ Ａ の 縁 部 と 干 渉 し な い よ う に 、 開 口 ６ Ａ と フ ィ ニ ッ
シ ャ ー １ ０ Ａ の 開 口 端 と の 間 に 間 隙 δ １ を 大 き く 取 る 必 要 が あ り 、 外 観 向 上 を 目 的 と し て
フ ィ ニ ッ シ ャ ー １ ０ Ａ を リ ヤ バ ン パ ー ５ Ａ の 内 部 に 配 置 し た に も 拘 ら ず 、 間 隙 δ １ が 目 立
っ て し ま い 十 分 な 外 観 向 上 効 果 が 得 ら れ な い と い う 、 さ ら な る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 こ う し た 間 隙 δ １ が 目 立 つ て し ま う と い う 、 さ ら な る 問 題 を 解 決 す る も の と し
て 、 特 許 文 献 ２ （ 第 １ ～ ６ 参 照 ） に は 、 テ ー ル パ イ プ ４ の 後 端 部 を ス テ イ １ ２ ， １ ３ で フ
ロ ア パ ネ ル １ ４ に 固 定 す る こ と で 、 フ ィ ニ ッ シ ャ ー １ ０ が 揺 動 し な い よ う に し て 間 隙 δ １
を 可 及 的 に 小 さ く し て も フ ィ ニ ッ シ ャ ー １ ０ が リ ヤ バ ン パ ー ５ の 開 口 ６ Ａ の 縁 部 に 干 渉 し
な い よ う に し 、 外 観 向 上 効 果 が 得 ら れ る よ う に す る と 共 に 、 エ ン ジ ン 側 か ら 伝 達 さ れ る 排
気 系 の 振 動 に つ い て は テ ー ル パ イ プ ５ の 途 中 に 介 在 さ せ た フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ７ で 吸 収
さ せ る も の が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ６ １ － １ ４ ６ ４ ２ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ３ － ９ ６ ４ ３ ４ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 一 般 に フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ は 振 動 吸 収 性 が 高 い と い う 利 点 が あ る 反 面 、 振
動 吸 収 時 に フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ で 連 結 さ れ た 上 流 側 排 気 管 の 軸 芯 と 、 下 流 側 排 気 管 の 軸
芯 と が ず れ る こ と に よ り 、 そ れ ら の 排 気 管 内 の 有 効 通 路 面 積 が 減 少 し て 排 気 抵 抗 が 増 加 す
る 要 因 に な る と い う 不 利 点 が あ り 、 前 記 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ る も の （ 第 １ ～ ６ 参 照 ） で
は 、 テ ー ル パ イ プ ４ の 途 中 に フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ７ が 介 在 さ れ て い る た め 、 こ う し た 排
気 抵 抗 の 増 加 を 招 く と い う 別 の 問 題 を 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 下 流 側 排 気 管 と 、 リ ヤ バ ン パ
ー の 排 気 管 受 入 部 と の 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 を 可 及 的 に 小 さ く し て 排 気 系 の 外 観 向 上 効 果 を
一 層 顕 著 な も の と し な が ら 排 気 抵 抗 の 増 加 を 招 く こ と が な い よ う に し た 、 新 規 な 車 両 の 排
気 系 支 持 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 こ こ で 、 リ ヤ バ ン パ ー に 形 成 さ れ る 、 排 気 管 受 入 部 と は 、 リ ヤ バ ン パ ー の 縦 壁 部
に 開 口 さ れ る 通 口 、 あ る い は 、 そ の 縦 壁 部 の 下 側 か ら 切 り 欠 か れ る 切 欠 き （ 凹 部 ） を い う
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 エ ン ジ ン に 接 続 さ れ る 上 流 側 排 気
管 の 下 流 部 を 、 車 体 に 支 持 さ れ る 消 音 器 の 排 気 導 入 口 に 導 き 、 該 消 音 器 の 排 気 流 出 口 に 連
結 さ れ る 下 流 側 排 気 管 の 終 端 部 を 、 車 体 に 支 持 さ れ る リ ヤ バ ン パ ー の 縦 壁 部 に 形 成 し た 排
気 管 受 入 部 に 受 け 入 れ て な る 、 車 両 の 排 気 系 に お い て 、
　 上 流 側 排 気 管 の 下 流 部 と 、 消 音 器 の 排 気 導 入 口 と を フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ で 連 結 す る こ
と に よ り 上 流 側 排 気 管 を 消 音 器 に フ ロ ー テ ィ ン グ 支 持 さ せ 、 さ ら に 、 上 流 側 排 気 管 の 下 流
部 を フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ 内 を 通 過 さ せ て 前 記 排 気 導 入 口 ま で 延 出 さ せ た こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 エ ン ジ ン か ら の 排 気 ガ ス を 消 音 器 へ 導 く 上 流 側 排 気 管
の 下 流 部 と 、 消 音 器 の 排 気 導 入 口 と を フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ で 連 結 し た の で 、 エ ン ジ ン 側
か ら 伝 達 さ れ る 排 気 系 の 振 動 を こ の フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ で 吸 収 す る こ と で 、 消 音 器 の 車
体 へ の 支 持 は 、 車 体 に 対 し て 消 音 器 を 固 定 し た 状 態 、 あ る い は 車 体 に 対 す る 消 音 器 の 変 位
を 大 幅 に 規 制 し た 状 態 に す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 消 音 器 に 連 結 さ れ る 下 流 側 排 気 管
（ テ ー ル パ イ プ ） の 車 体 、 す な わ ち リ ヤ バ ン パ ー に 対 す る 変 位 も き わ め て 小 さ い も と な り
、 リ ヤ バ ン パ ー の 縦 壁 部 の 排 気 管 受 け 入 れ 部 （ 開 口 、 切 欠 き ） と 下 流 側 排 気 管 の 終 端 部 と
の 間 隙 を 小 さ く す る こ と が 可 能 に な り 、 下 流 側 排 気 管 を リ ヤ バ ン パ ー の 内 部 に 受 け 入 れ 配
置 す る こ と に よ る 外 観 向 上 効 果 を 十 分 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か も 、 排 気 ガ ス を 消 音 器 へ 導 く 上 流 側 排 気 管 の 下 流 部 を フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ 内 を 通
過 さ せ て 消 音 器 の 排 気 導 入 口 ま で 延 出 さ せ た の で 、 フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ に よ っ て 、 排 気
系 を 流 れ る 排 気 ガ ス の 排 気 抵 抗 が 増 加 す る こ と も な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 図 面 に 例 示 し た 本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ い て 以 下 に 具
体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま ず 、 図 １ ～ ４ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る に 、 図 １ は 、 本 発 明 排
気 系 支 持 構 造 を 備 え た 乗 用 自 動 車 の 後 部 斜 視 図 、 図 ２ は 、 図 １ の ２ 矢 視 の 車 両 後 部 の 横 断
平 面 図 、 図 ３ は 、 図 ２ の ３ － ３ 線 に 沿 う 拡 大 断 面 図 、 図 ４ は 、 図 ２ の ４ － ４ 線 に 沿 う 拡 大
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断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ， ２ に お い て 、 乗 用 自 動 車 Ｖ の エ ン ジ ン Ｅ の 排 気 系 Ｅ ｘ は 、 エ ン ジ ン Ｅ の 排 気 マ ニ
ホ ー ル ド に 接 続 さ れ る 上 流 側 排 気 管 １ と 、 こ の 上 流 側 排 気 管 １ を 流 れ る 排 気 ガ ス を 導 入 し
て そ の 排 気 音 を 消 音 す る 消 音 器 Ｍ と 、 消 音 器 Ｍ 内 の 消 音 後 の 排 気 ガ ス を 外 気 に 排 出 す る ２
本 の 下 流 側 排 気 管 ２ ， ２ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 上 流 側 排 気 管 １ は 、 そ の 上 流 部 が 車 体 前 部 に 搭 載 さ れ る エ ン ジ ン Ｅ の 排 気 マ ニ ホ ー
ル ド に 連 通 接 続 さ れ て 車 体 の 前 後 方 向 後 方 へ と 延 び て お り 、 そ の 下 流 部 は 、 消 音 器 Ｍ の 排
気 導 入 口 １ ５ に 環 状 の 間 隙 ｄ １ を 存 し て 延 出 さ れ て お り 、 そ の 下 流 端 は 、 消 音 器 Ｍ 内 に ま
で 及 ん で い る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 消 音 器 Ｍ は 、 上 部 半 体 １ ０ の フ ラ ン ジ 部 １ ０ Ｆ と 、 下 部 半 体 １ １ の フ ラ ン ジ 部 １ １
Ｆ 同 士 を 一 体 に 合 掌 結 合 し て 、 横 長 の 密 閉 箱 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 内 部 に 排 気 膨 張 室 １ ２ が
画 成 さ れ て い る 。 こ の 消 音 器 Ｍ は 車 体 Ｂ の 後 方 中 央 部 に 着 脱 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 す な
わ ち 、 消 音 器 Ｍ の 周 囲 に は 、 複 数 の 取 付 舌 片 １ ３ … が 一 体 に 張 り 出 し て お り 、 こ れ ら の 取
付 舌 片 １ ３ … が 車 体 Ｂ の サ イ ド フ レ ー ム ６ お よ び ク ロ ス メ ン バ ー ７ に ボ ル ト ・ ナ ッ ト ８ に
よ り 弾 性 グ ロ メ ッ ト ９ を 介 し て 着 脱 可 能 に 弾 性 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ ， ３ に 示 す よ う に 、 消 音 器 Ｍ の 前 壁 に は 、 そ の 左 右 方 向 の 一 側 に 偏 し て 排 気 導 入 口
１ ５ が 車 体 の 前 方 に 向 け た 開 口 さ れ て い る 。 こ の 排 気 導 入 口 １ ５ に は 、 前 述 の よ う に 、 上
流 側 排 気 管 １ の 下 流 部 が 環 状 の 間 隙 ｄ １ を 存 し て 延 出 さ れ て お り 、 そ の 下 流 部 の 開 口 端 は
、 排 気 導 入 口 １ ５ に 近 い 排 気 膨 張 室 １ ２ 内 に 及 ん で い る 。 上 流 側 排 気 管 １ の 下 流 部 と 、 排
気 導 入 口 １ ５ と は 、 そ れ ら を 覆 う 耐 熱 性 の フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ２ ０ に よ り 気 密 に 連 結 さ
れ る 。 フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ２ ０ の 一 端 は 、 上 流 側 排 気 管 １ の 下 流 部 の 外 周 面 に 気 密 に 固
定 さ れ 、 ま た 、 そ の 他 端 は 、 消 音 器 Ｍ の 排 気 導 入 口 １ ５ の 外 周 面 に 気 密 に 固 定 さ れ る 。 こ
れ に よ り 、 上 流 側 排 気 管 １ の 下 流 部 は フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ２ ０ に よ り 消 音 器 Ｍ に 揺 動 支
持 （ フ ロ ー テ ィ ン グ 支 持 ） さ れ る こ と に な り 、 エ ン ジ ン Ｅ 側 か ら 伝 達 さ れ る 排 気 系 の 振 動
を 、 こ の フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ２ ０ に よ り 効 果 的 に 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 流 側 排 気 管 １ の 下 流 部 は 、 フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ２ ０ お よ
び 排 気 導 入 口 １ ５ に 接 触 す る こ と な く そ れ ら の 内 部 を 通 過 し 、 上 流 排 気 管 １ と 消 音 器 Ｍ と
の 間 に 相 対 的 な 変 位 が あ っ て も 上 流 側 排 気 管 １ 内 を 流 れ る 排 気 ガ ス の 流 れ 抵 抗 が 増 す こ と
が な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ ， ４ に 示 す よ う に 、 消 音 器 Ｍ の 左 右 両 側 に は 、 対 を な す 左 右 排 気 流 出 口 １ ６ ， １ ６
が 対 称 的 に 開 口 さ れ て お り 、 こ れ ら の 排 気 流 出 口 １ ６ ， １ ６ に は 、 下 流 側 排 気 管 （ テ ー ル
パ イ プ ） ２ ， ２ の 上 流 端 が そ れ ぞ れ 気 密 に 固 定 連 結 さ れ て い る 。 各 下 流 側 排 気 管 ２ ， ２ は
エ ル ボ 状 に 屈 曲 さ れ て い て 、 車 体 Ｂ の 左 右 方 向 に 延 長 さ れ た の ち 、 屈 曲 さ れ て そ の 後 方 に
延 長 さ れ て お り 、 そ の 終 端 部 に 、 こ の 下 流 側 排 気 管 ２ ， ２ の 外 観 を 向 上 さ る た め の フ ィ ニ
ッ シ ャ ー ３ ， ３ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ， ４ に 示 す よ う に 、 乗 用 自 動 車 Ｖ の リ ヤ バ ン パ ー Ｒ Ｂ の 縦 壁 部 ３ ０ の 左 右 に は 、 排
気 管 受 入 部 と し て の 通 口 ３ １ ， ３ １ が 対 称 的 に 形 成 さ れ る 。 こ れ ら の 通 口 ３ １ ， ３ １ は 、
リ ヤ バ ン パ ー Ｒ Ｂ の 縦 壁 部 ３ ０ の 前 後 面 に そ れ ぞ れ 開 放 さ れ て い て 、 そ れ ら の 通 口 ３ １ ，
３ １ の 後 半 部 は 末 広 状 に 拡 開 さ れ て い る 。 図 ４ に 明 瞭 に 示 す よ う に 、 各 下 流 側 排 気 管 ２ ，
２ の フ ィ ニ ッ シ ャ ー ３ ， ３ は 、 前 記 通 口 ３ １ ， ３ １ 内 に 受 け 入 れ ら れ て お り 、 こ の フ ィ ニ
ッ シ ャ ー ３ ， ３ の 外 端 面 は 、 通 口 ３ １ ， ３ １ の 後 面 よ り も 内 方 に あ り 、 リ ヤ バ ン パ ー Ｒ Ｂ
の 外 面 よ り 突 出 す る こ と が な い 。 ま た 、 フ ィ ニ ッ シ ャ ー ３ ， ３ の 外 周 面 と 通 口 ３ １ ， ３ １
と の 間 に は 、 環 状 の 間 隙 ｄ ２ 、 ｄ ２ が 形 成 さ れ 、 そ れ ら 同 士 が 接 触 し な い よ う に し て あ る
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。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 つ ぎ に 、 こ の 実 施 例 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 い ま 、 エ ン ジ ン Ｅ が 運 転 さ れ る と 、 排 気 ガ ス は 、 エ ン ジ ン Ｅ の 排 気 ポ ー ト よ り 排 気 マ ニ
ホ ー ル ド を 通 っ て 上 流 側 排 気 管 １ へ と 流 れ 、 そ こ か ら 消 音 器 Ｍ へ と 導 か れ る 。 消 音 器 Ｍ 内
の 排 気 膨 張 室 １ ２ に 流 入 し た 排 気 ガ ス は 、 こ こ で 膨 張 消 音 さ れ た の ち 、 ２ 本 の 下 流 側 排 気
管 （ テ ー ル パ イ プ ） ２ ， ２ 、 そ れ ら の 終 端 部 の フ ィ ニ ッ シ ャ ー ３ ， ３ を 経 て 外 気 に 排 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 と こ ろ で 、 上 流 側 排 出 管 １ は 、 フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ２ ０ に よ り 消 音 器 Ｍ に フ ロ ー テ ィ
ン グ 支 持 さ れ る の で 、 エ ン ジ ン Ｅ よ り 上 流 側 排 気 管 １ に 伝 達 さ れ る 振 動 を こ の フ レ キ シ ブ
ル チ ュ ー ブ ２ ０ に よ っ て 吸 収 す る こ と が で き 、 消 音 器 Ｍ の 車 体 Ｂ へ の 支 持 は 、 車 体 Ｂ に 対
し て 消 音 器 Ｍ を 固 定 し た 状 態 、 あ る い は 、 車 体 Ｂ に 対 す る 消 音 器 Ｍ の 変 位 を 大 幅 に 規 制 し
た 状 態 に す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 消 音 器 Ｍ に 連 結 さ れ る 下 流 側 排 気 管 （ テ ー ル パ イ
プ ） ２ の 車 体 Ｂ 、 す な わ ち リ ヤ バ ン パ ー Ｒ Ｂ に 対 す る 変 位 も き わ め て 小 さ い も の と な り 、
リ ヤ バ ン パ ー Ｒ Ｂ の 縦 壁 部 ３ ０ の 通 口 ３ １ ， ３ １ と 下 流 側 排 気 管 ２ ， ２ と の 間 隙 ｄ ２ ， ｄ
２ を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な り 、 下 流 側 排 気 管 ２ ， ２ を リ ヤ バ ン パ ー Ｒ Ｂ の 内 部 に 配 置
す る こ と に よ る 外 観 向 上 を 顕 著 に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 し か も 、 排 気 ガ ス を 消 音 器 Ｍ へ 導 く 上 流 側 排 気 管 １ を フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ２ ０ 内 を 通
過 さ せ て 消 音 器 Ｍ の 排 気 導 入 口 １ ５ ま で 延 出 さ せ た の で 、 上 流 側 排 気 管 １ を フ レ キ シ ブ ル
チ ュ ー ブ ２ ０ を 介 し て 消 音 器 Ｍ に 接 続 し た に も 拘 ら ず 排 気 系 を 流 れ る 排 気 ガ ス の 排 気 抵 抗
が 増 大 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 つ ぎ に 、 図 ５ ， ６ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 、 車 両 の 排 気 系 支 持 部 の 斜 視 図 、 図 ６ は 、 図 ５ の ６ － ６ 線 に 沿 う 拡 大 断 面 図 で あ
り 、 図 中 、 前 記 第 １ 実 施 例 と 同 じ 要 素 に は 同 じ 符 号 が 付 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 例 は 、 消 音 器 Ｍ お よ び 下 流 側 排 気 管 （ テ ー ル パ イ プ ） ２ の 構 造 が 前 記 第 １
実 施 例 の も の と 異 な っ て お り 、 消 音 器 Ｍ は 車 体 Ｂ の 前 後 方 向 に 長 い 密 閉 の 中 空 円 筒 状 に 形
成 さ れ 、 そ の 内 部 に 排 気 膨 張 室 １ ２ が 画 成 さ れ る 。 消 音 器 Ｍ 上 面 の 前 部 お よ び 後 部 に は 、
２ つ の 取 付 片 １ １ ３ ， １ １ ３ が 固 定 さ れ て お り 、 こ れ ら の 取 付 片 １ １ ３ ， １ １ ３ は 、 ボ ル
ト ・ ナ ッ ト ８ ， ８ に よ り 弾 性 グ ロ メ ッ ト ９ ， ９ を 介 し て 車 体 Ｂ の ク ロ ス メ ン バ ー ７ に 着 脱
可 能 に 固 定 さ れ 、 こ れ に よ り 、 消 音 器 Ｍ は 車 体 Ｂ の 後 部 に 懸 吊 支 持 さ れ る 。 消 音 器 Ｍ の 前
壁 に は 、 排 気 導 入 口 １ ５ が 開 口 さ れ 、 上 流 側 排 気 管 １ の 下 流 部 は 環 状 の 間 隙 ｄ １ を 存 し て
排 気 導 入 口 １ ５ へ と 延 出 さ れ て お り 、 そ の 出 口 は 、 消 音 器 Ｍ の 排 気 膨 張 室 １ ２ に 開 口 さ れ
て い る 。 排 気 導 入 口 １ ５ と 上 流 側 排 気 管 １ の 下 流 部 間 に は 、 耐 熱 性 の フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー
ブ ２ ０ が 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 、 そ の 下 流 部 は 、 消 音 器 Ｍ に フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ２ ０ を
介 し て フ ロ ー テ ィ ン グ 支 持 さ れ る 。 そ し て 、 上 流 側 排 気 管 １ の 下 流 部 は 、 フ レ キ シ ブ ル チ
ュ ー ブ ２ ０ 内 を 間 隙 を 存 し て 通 過 し 、 消 音 器 Ｍ の 排 気 導 入 口 １ ５ へ と 延 出 さ れ て い る 。 ま
た 、 消 音 器 Ｍ の 後 壁 に 開 口 さ れ る 排 気 流 出 口 １ ６ に は 、 １ 本 の 下 流 側 排 気 管 （ テ ー ル パ イ
プ ） ２ が 固 定 連 結 さ れ 、 こ の 下 流 側 排 気 管 ２ は 、 車 体 Ｂ の 後 方 へ 直 状 に 延 び て そ の 終 端 部
に フ ィ ニ ッ シ ャ ー ３ が 一 体 に 設 け ら れ る 。 フ ィ ニ ッ シ ャ ー ３ は 、 前 記 第 １ 実 施 例 の も の と
同 じ く リ ヤ バ ン パ ー Ｒ Ｂ の 通 口 ３ １ に 、 間 隙 ｄ ２ を 存 し て 受 け 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し か し て 、 こ の 第 ２ 実 施 例 の も の も 、 前 記 第 １ 実 施 例 の も の と 同 じ 作 用 効 果 を 奏 す る も
の で あ り 、 下 流 側 排 気 管 ２ を リ ヤ バ ン パ ー Ｒ Ｂ の 内 部 に 配 置 す る こ と に よ る 外 観 向 上 効 果
を 十 分 に 発 揮 で き 、 そ の 上 、 フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ の 存 在 に よ る 排 気 抵 抗 の 増 加 も な い 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ の 実 施 例 に 限 定 さ れ る こ と な く
、 本 発 明 の 範 囲 内 で 種 々 の 実 施 例 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 た と え ば 、 前 記 実 施 例 で は 、 下 流 側 排 気 管 （ テ ー ル パ イ プ ） は 、 そ の 終 端 部 に フ ィ ニ ッ
シ ャ ー を 備 え る が 、 こ の フ ィ ニ ッ シ ャ ー は な く て も よ い 。 ま た 、 前 記 実 施 例 で は 、 リ ヤ バ
ン パ ー の 縦 壁 部 に 開 口 し た 通 口 に 、 下 流 側 排 気 管 の 終 端 部 を 受 け 入 れ た 場 合 を 説 明 し た が
、 リ ヤ バ ン パ ー の 縦 壁 部 に 、 そ の 下 端 か ら 形 成 し た 切 欠 き （ 凹 部 ） に 下 流 側 排 気 管 の 終 端
部 を 受 け 入 れ る よ う に し て も よ く 、 ま た 、 前 記 実 施 例 で は 、 消 音 器 は 、 １ 室 膨 張 室 構 造 と
し た も の を 採 用 し て い る が 、 従 来 公 知 の 消 音 器 と 同 様 に 、 複 膨 張 室 構 造 、 吸 音 材 を 内 装 し
た も の な ど を 採 用 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 排 気 系 支 持 構 造 を 備 え た 乗 用 自 動 車 の 後 部 斜 視 図 （ 第 １ 実 施 例 ）
【 図 ２ 】 図 １ の ２ 矢 視 の 車 両 後 部 の 横 断 平 面 図 （ 第 １ 実 施 例 ）
【 図 ３ 】 図 ２ の ３ － ３ 線 に 沿 う 拡 大 断 面 図 （ 第 １ 実 施 例 ）
【 図 ４ 】 図 ２ の ４ － ４ 線 に 沿 う 拡 大 断 面 図 （ 第 １ 実 施 例 ）
【 図 ５ 】 車 両 の 排 気 系 支 持 部 の 斜 視 図 （ 第 ２ 実 施 例 ）
【 図 ６ 】 図 ５ の ６ － ６ 線 に 沿 う 拡 大 断 面 図 （ 第 ２ 実 施 例 ）
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 上 流 側 排 気 管
　 ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 下 流 側 排 気 管 （ テ ー ル パ イ プ ）
１ ５ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 排 気 導 入 口
１ ６ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 排 気 流 出 口
２ ０ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ
３ ０ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 縦 壁 部
３ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 排 気 管 受 入 部 （ 通 口 ）
　 Ｂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 車 体
　 Ｅ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ エ ン ジ ン
　 Ｍ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 消 音 器
Ｒ Ｂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ リ ヤ バ ン パ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(8) JP 2005-291121 A 2005.10.20


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

